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～講評～ 

大問１ 

基本的な文法問題。前期と同様に正誤問題が出題された分、苦手な受験生にとっては負担増だったと思われる。 

大問２ 

マイクロプラスチック汚染に関する英文と、それに関する対話文問題。内容的にも馴染み深く、設問としても

平易であるため、できるだけ失点は避けたいところ。 

大問３ 

デング熱に関する医系長文読解問題。英文の長さと内容面の重厚さから、想定以上に時間を要してしまい、焦

った受験生も多かったかもしれない。 

大問４ 

addiction の定義がテーマの長文読解問題。大問３と同じく、簡単に処理できる問題ではなかったと思われる。

時間切れに陥らずに最後まで処理することが理想的である。最後は脳のスタミナ勝負か。 

 

大問数は４問。例年通り前期と同様の出題形式であったが、前期よりもやや難化していた印象。前期と同じく、手

間取りそうな問題に時間を浪費することなく、スムーズに問題全体を処理することが大切。合格のために必要と考

えられる得点は 70 点程度。 

 


